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徳山ロータリークラブ週報 
創立１９５３年 

２０１２年（平成２４年）１月２８日 （ロータリー理解推進月間） 
  

  プログラム 

 

グループ４ Ｉ・Ｍ（インターシティー・ミーティング） 

 

於：遠石会館 
 

 
 

撮 影 者： 戸倉茂雄   撮影場所： 東京・浅草 

コメント：吾妻橋からみる、スカイツリー（ごく最近）です。向かって左側の建物が 

墨田区役所、正面と左側のキッチュな建物がアサヒビールです。 

 

 会長の時間  

＊ 会員 畑矢健治 君は、本社へご転勤の為１月１９日付けで当クラブを退会されまし

た。今後の畑矢君のご健康とご発展をお祈り致します。 
 

 



 

 

 幹事報告  

１．例会変更のお知らせ 

クラブ名 日にち 例会場 変更理由 

徳 山 東 ２ 月 １ 日 水 笠戸島ハイツ 
→２８日（土）グループ４ IM へ

振替 
 

２．受領物 

地区事務局 

・韓国3690地区 地区大会のご案内 

・第18回RI第2710地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ杯RC親善野球大会開催のご案内 

・2014-15年度 ガバナーノミニー決定のお知らせ 
 

 委員会報告  
 

会員組織 

《 ロータリー情報 》 

・日本のロータリー９０年の歩み③ 

ロータリー理解推進月間最後の週です。日本のロータリーの歩みの 1990 年代から 

今日までの主な出来事を綴ってみましょう。 
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阪神・淡路大震災が起こり、国内外のロータリークラブから多くの救援物資 

が届く 

この頃から、日本のロータリーの会員数減少が始まる 

米山梅吉記念館の新館が落成 

ロータリー平和フェロー第一期生 70 人を選抜、国際基督教大学が 

ロータリー平和センターとなる 

「ロータリーの友」創刊５０周年 

大阪（関西）国際大会開催、登録者 4万 5381 人 

ロータリー創立100周年を記念して、日本国内でも様々な社会奉仕プロジェクト

を実施 

日本の会員数が 10 万人を割る 

東京ロータリークラブ創立 90 周年 
   

以上、特に主な事をロータリーの友より引用しました。2月は世界理解月間です。 

担当：藤村哲一 

クラブ管理 

《 プログラム 》 
・２月度例会行事予定 

２日（火） 
RI 第 2710 地区ロータリー財団夢計画準備委員長 伊賀訓之 氏 

「ロータリー財団の今後について」 

９日（木） 
㈱周南自動車センター代表取締役社長 近間純栄 氏 

「あなたも調停委員になりませんか」 

１６日（木） 
会員 棚田健司 君  

「電気事業の歴史について」 

２３日（木） 
障害児（者）サポートクラブ翔 理事長 四宮憲一 氏 

「ミャンマー個人旅」 



 

 

《 会 合 》 

･１月１９日（木）ザ・グラマシーに於いて、新入会員のためのインフォメーションが行われ、

７名（福谷君・守政君・藤村君・河野君、吉村君・三浦君・加藤君）が出席しました。 

 

《 出 席 》 

・１月１０日（火）の修正出席率  ９５．２４  ％  
 

・ 前回（１/１９）未メークアップ者報告 

水野 君  ※出席率１００％にご協力をお願いします。（２月１日まで） 

 

奉仕プロジェクト 
《 新世代奉仕：ローターアクト 》 

＊１月１５日（日）ホテルサンルート徳山に於いて、第３回地区協議会が開催され、 

福谷会長守政幹事が出席いたしました。 
 

徳山ＲＡＣ篠原会長より・・・・・・・・・1/24（水）「書道アクター」 

毎年恒例の書初めを行いました。個人個人で今年の抱負などを書いていき、 

最後には 大きな筆で大きな紙に漢字一文字で今年一年の思いを書き表しました。 

一人一人の作品はそれぞれ個性が出ていて大変盛り上がりました。 

「エコキャップ運動」ですが、1/25 時点での回収数 100,500 個、ワクチン 125.63 人分 

となっております。 

 


